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　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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半頁の大きさ
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「あなたの生年を干支で言うと？」と訊かれ
て迷わず答えられる私は物知り…ではなく単
なる丙午生まれである。江戸時代からの迷信に
も負けず堂々と女児を生み出してくれた両親
には高校受験でちょっと感謝した程度だが，さ
て今年の出生率は更に落ち込むだろうか？コ
スパ・タイパを求める現在の親世代の考えや如
何に。この市医報も時代に即して皆様のお役に
立てるよう頑張りたい。

（編集委員　關根 さおり）

2026 年の干支は「丙午（ひのえうま）」。な
んと私の干支のようです…
最終盤に急に勝てなくなり，あと一歩のと

ころで 1年でのＪ２再々昇格を果たせなかった
われらの鹿児島ユナイテッドＦＣ。今年こそは
競走馬のように J３の舞台を一気に駆け抜けて
いってほしいものです。今年こそは！！
本年も応援よろしくお願い申し上げます。

（編集委員　今村 直人）

昨年の流行語大賞は高市首相の「働いて働い
て働いて働いて働いてまいります」でした。働き方
改革が叫ばれるこのご時世，バブル期のCMを彷
彿とさせるフレーズに「えっ」と思う反面，実に頼
もしく覚悟を感じました。就任後 1ヶ月間，「会食」
なしで寝る間も惜しんで勉強されるお姿に，同世代
の定年を控える我が身には活を入れられた心境で
す。今年も頑張ろうっと。

（編集委員　森岡 康祐）

今年はスポーツイベントが盛り沢山で，２
～３月にミラノ・コルティナ冬季オリンピッ
ク・パラリンピックが，３月にワールドベース
ボールクラシックが，６月からはアメリカ主開
催となるサッカーワールドカップ，７月には愛
知・名古屋アジア競技大会が行われます。目が
離せず一喜一憂する，日が続くと思いますが，
「がんばれニッポン」で今年も楽しみながら，
頑張っていきましょう。

（編集委員　角 純啓）

今年の干支は ｢丙午｣。“ 丙 ” は火の性質を
持ち，力強く行動的な陽のエネルギーを象徴す
るとされ，“ 午 ” はそのイメージから，走る・
進む・成長するといった前向きな意味を持って
います。今年はまさに “エネルギッシュに前進
する ”年。何か新しいことを始めるには最適で
あり，自分にとっても “ 挑戦の年 ” にしたいと
本気で考えています。

（編集委員　寺口 博幸）

僕がよく飲む干支の馬にちなんだカクテル
は，アメリカ競馬の最高峰レース「ケンタッ
キーダービー」の公式ドリンクとして知られ
ている「ミント・ジュレップ」。会場裏に豊富
に生えていたミントを入れたバーボンソーダ
が好評だったのが発祥という説が大好きです。
ダービー開催時期に因み，5月第 1土曜日以降
に飲むのが毎年の楽しみです。

（編集委員　島田 辰彦）

少し前から「サ活」が流行していますが，
実際に行ってみると，サウナでの発汗と冷水
でスッキリし，忙しさの中でもリセットでき
ます。さらに睡眠・食事・運動・水分摂取に気
を配ると，体調は驚くほど整います。健康づく
りは日々の小さな積み重ねであり，“ 体を整え
る ”ことの大切さを改めて感じます。みなさま
にとって健やかな一年となりますように。

（副編集委員長　ウェレット 朋代）

皆様におかれましては，つつがなく 2026 年
（丙午）を迎えられた事と存じます。丙午は「情
熱的で強い意志を持ち激しさや変化を伴う」と
いう意味があるそうです。医療を取り巻く環境
の変化が速くなっています。鹿児島市医報は会
員の皆様へ正確・迅速に情報提供できるよう編
集委員全員で頑張ります。今年も何卒宜しくお
願い申し上げます。

（編集委員長　帆北 修一）
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